



















































115J027 小濱 成司 古事記と日本書紀の共通点と相違点
─素戔嗚尊の昇天から追放まで





115J045 外塚 千奈 『源氏物語』の物の怪─夕顔巻における物の怪
115J066 PAN HONGKUO 紫の上─悲しい運命と愛情
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【卒業論文講評】
115J032 斎藤みのり 髑髏考
本論文は、中国・春秋戦国時代における思想の特質を踏まえながら、髑髏
における生死の描かれ方とその意義を考察した意欲作である。具体的には、
『荘子』の髑髏は荘子の夢において、生者と死者それぞれの喜びを述べるた
めの対話の相手として現れること、『列子』の髑髏は『荘子』と共通しつつ
も、生死の別ではなく循環や変化の理を示すことを指摘する。その上で、髑
髏が死の象徴であり、現実では単なる頭骨、夢では意思を持った姿で登場す
ることを明らかにした。今後はさらに正確な読解や、中国の前後の時代、お
よび日本の各時代の漢文・和文資料をも視野に入れた表現史的な考察、そし
て思想面での掘り下げが必要であろう。しかし、難解な漢文資料に挑み、独
自の問いを立てて解き明かした点、大いに評価したい。なお、当該学生は指
導教員の濱田寛先生が特別研究期間に入ったため、秋学期から本ゼミの預か
りとなった。戸惑うこともあったと思うが、口頭発表や草稿の提出を担当回
すべてにおいて果たし、基礎能力の高さと胆力を示した。賛辞を贈りたい。
日本文化学科の活動
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